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有機化合物に含まれる官能基の変換は、わずか数個の原
子を変えるのみで分子全体の性質を大きく一変できるこ
とから、有機合成化学における重要な研究対象です。あ
る官能基を狙い撃ちして変換すべく、触媒分子を精密に
設計し、新たな分子変換に向けて研究を進めています。
具体的には、可視光を用いる天然にも豊富なカルボン酸
のカルボキシル基変換、有機化合物中のエーテル結合や
アゾ結合、炭素―水素結合の変換などを対象とし、徹底
した反応機構の解明を通じた独自の触媒分子の開発を
行っています。

創薬関連、機能性有機材料

反応活性種に立脚した合理的触媒設計による
官能基変換反応の革新
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遷移金属や典型元素を駆使した触媒・反応試薬により、
新しい反応性化学種を発生し新規な分子変換を達成しま
した。具体的には、①炭素原子 1 つだけを挿入する反応、
②新しいフィッシャーカルベンの触媒的発生法、③リン
のレドックスを活用する触媒反応、④ビニルアニオン等
価体の触媒的な発生法、です。いずれも単純な原料から
従来法では合成困難な複雑な分子を簡便に合成するため
の手法です。
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遷移金属・典型元素触媒を用いる新しい分子変換
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